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落ち着いた生活作 
 

団結力を高めた第４ステップ  

 １１月から始まった後期の第４ステップで

は、運動会や大縄大会の行事を通して、学級の

仲間や団の仲間と協力することができました。今年は、新型コロナウイルスの感染拡大防止から、大き

な声を出すことはできませんでしたが、その代わりに、拍手で心から仲間を認めたり、励ましたりする

ことができました。 

 また、１１月から１２月にかけては、全校で人権について学びました。全校で取り組んだ「ふわふわ

シャボン玉キャンペーン」では、仲間を励ます言葉や思いやりの言葉が数多く紹介されました。毎日の

生活の中で、当たり前に「ふわふわ言葉」を使うことができるようになってきました。結小学校の伝統

として大切にしてきた相手を思いやる気持ちがやさしい「声」となって広がってきました。全校で、一

丸となって取り組んできた成果が出てきたと思います。皆さんの教室では、当たり前に仲間のよさを見

つけあうことができていますか。「できた」といえる人は挙手してみましょう。多くの学級で「できた」

が増えました。 

先日行った児童アンケートの結果を見てください。１３の質問内容がありましたが、そのうち１２こ

は１０月よりも「よくできた」と答えた人が増えました。こんなに「よくできた」という人が増えたの

は素晴らしいことです。みなさんが、目標を意識し、毎日がんばってきたことが結果になっています。

中でも、全校で「よくできた」と答えた人が一番高かったのは、⑨の委員会や係の仕事を行うことでし

た。１０月よりも数値が一番よく伸びたのは、⑧のふわふわ言葉やふわふわ行動の思いやりです。全校

が意識したからこそ、「できた」結果なりました。全校が「団結」した結果です。 

しかし、残念なことにできた人が減った内容もあります。それは、⑩の「外で元気に遊ぶ」です。４

年生以上の人は、昼休みにブラスバンドの練習などを行い、少し外遊びが減った結果だと思います。 

 では、学習面ではどうでしょう。「できた」と言えることはあります。特にこの第４ステップでは、「仲

間」を大切にするという点から、仲間の意見をよく聞き、意見を聞き分けて付け足したり、つないだり

して考えを深めていくことができるようになってきました。皆さんは、毎日の学校生活の中で、仲間と

一緒にできることを増やし、前進してきました。自分に自信をもった人も増えていますね。皆さんが毎

日毎日繰り返して取り組んだことが「できた」につながりました。よくがんばりました。 

 さて、明日から短い１０日間ですが、冬休みに入ります。今年の冬休みは、親戚の人に会ったり、一

緒に会食したりすることはできないと思います。しかし、その分、家族で一緒に過ごすことが増えるは

ずです。年末は、家族も忙しいです。部屋を掃除したり、料理を作ったり、自分にできることにチャレ

ンジし、「できた」を増やしてください。そして、家族と共に素敵な時間を過ごしてください。また、寒

い中ですが、縄跳びなどにもチャレンジし、病気に負けない強い体作りができるといいですね。１月５

日に元気な皆さんに会えることを楽しみにしています。（「しめくくりの会」＜放送による校長の話＞） 

 冬休み前 全校で大縄大会を行いました。 

 １２月２３日（水）の２時間目に、児童会が主体と

なり、全校で大縄大会を行いました。当初は、縦割り

班で行う予定にしていましたが、新型コロナウイル

スの第３波の到来もあり、なるべく他学年が混じり

合うことを避けて実施できる方法に変更しました。短い練習期間でしたが、当日は、励ましの応援

の拍手や記録向上に対する喜びの声も聞かれました。学年部ごとに一番記録がよかったチームと全

校で一番記録を伸ばした学級が表彰されました。結果は紙面の関係上１月に掲載します。 

 ★自分で学ぶ子   

★仲よく助け合う子      

  

  

★自分できたえる子 

24 日 昼休みの様子＜先生も一緒に活動してします＞ 

１年生の様子 



冬休みの課題について 

１０日間と短い休みですので、今年度は、課題を減らしています。 

〇冬の友  （岐阜県内の多くの先生が携わって作成しています。読み物で知識も増えます。） 

〇書き初め練習（１月に書き初め大会を学校で行います。例年通り安八町の審査会があります。）

〇冬休みのくらし（自己目標を立て、規則正しい生活ができたかを毎日振り返ります。） 

＊手伝いや運動なども進んでできるとよいです。 

＊お金の使い方、インターネットやオンラインゲームの使い方については、ご家庭でよく話し合っ

てください。オンラインゲームについては、低学年から行っている児童が見られ、そのゲームに

より嫌な思いをしたことがある児童も出ています。ゲームの種類によっては、年齢制限のかかる

ゲームもあります。ゲームのやり過ぎは、多くの弊害をもたらします。また、ＳＮＳを巡るトラ

ブルも、小学生にも当てはまる問題です。「安八ジュニアネットルール」では、使い方を家庭で

毎月見直すように進めています。子どもたちの健全な育成のために、どうぞ大切なお子さんとよ

く話し合い、自分で決めたことを実行できるように見守りをお願いします。 

三者懇談ありがとうございました。 

懇談の中では、子どもたちが夏休み後の「第３・第４ステップでがんばったこと」を発表しまし

た。保護者の皆様からは、以下のような感想をいただきました。 

・家庭では分からない子どもの成長を子どもの発表から理解できて、うれしかった。 

・コロナ禍の中だけれど、元気に成長し、できることが増えていることもよく分かった。 

・夏休み前の発表より、堂々と分かりやすく話せるように成長した。 

 お家の人の前で発表し、ほめてもらったことを喜ぶ子どもたちの姿がたくさん

ありました。家庭と学校の連携が子どもたちをよりよい方向へ育てる大きな力に

なります。今後も心配なことがあればすぐに連絡いただけるとありがたいです。 

 なお、下に三者懇談でいただいた質問に対しての回答を載せさせていただきましたのでご確認く

ださい。 

ハーフパンツの下にスパッツをは

いてもいいですか。 

 

 

実際に、新型コロナウイルスの感

染者が出たら、学校はどうなりま

すか。 

 

ゲームの時間や放課後の過ごし方

について 

体操服は長袖がありますが、下は、ハーフパンツのみになりま

す。必要に応じて、ハイソックスや防寒のためのスパッツをはか

せてください。 

 

教育委員会に報告し保健所の指示に従います。必要に応じて、学

校としての対応を安八安心メールでお知らせしたり、関係者の

保護者に直接連絡したりします。 

 

インターネットの使用やゲームのやり過ぎによる視力低下や学

力低下が大変心配です。ご家庭で十分話し合って約束を決め、約

束を守って利用したり、放課後や休みの時間を有意義に過ごし

たりできように、ご家庭での声かけや見届けをお願いします。 

 

保護者・地域の皆様            PTA の挨拶運動→ 

 運動会、修学旅行、宿泊研修などの行事は新型コロナウイルス対策対応に

より、内容や方法を見直し、安八町全体でも調整を図りながら進めて参りま

した。今まで通りの行事がなかなかできませんでしたが、新しい取組のよさ

を実感できたこともありました。冬休みを無事に迎えることができましたのも、保護者・地域の皆様

のご理解やご協力の賜であると感じております。まだまだ、コロナ禍ではありますが、健康に留意さ

れ、どうぞよいお年をお迎えください。なお、短い冬休み期間ですが、何かお困りごとや心配なこと

があれば、学校携帯電話：０７０－１３４８－６８１８までご連絡ください。 



    

 


